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　９月24日（土）雄鹿原地区亀山八幡神社を中心とする会場で第19

回乙九日炎の祭典が行われました。1421年頃に行われた「雄鹿原合

戦」に由来するこの祭は、甲冑武者を先頭に300名を超える一般参

加者が会場まで進む松明行列を行い、オープニング会場で灯された

松明の間を舞う火牛の舞で始まります。神社境内で行われる大松明

ねり回しは、二組の大松明が舞うよう回る様に、観客からは大きな

拍手が起こっていました。

乙九日炎の祭典 　　　
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「
靉
光
」（
本
名
石
村
日
郎
、
北
広
島

町
壬
生
出
身
）
は
、
昭
和
21
年
享
年
39

歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
後
に
輝
か
し

い
作
品
や
業
績
を
残
し
て
い
た
画
家
で

あ
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
日
本
近
代

絵
画
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
靉
光
の
数
少
な
い
作
品
の

中
で
も
３
枚
の
自
画
像
は
傑
作
と
言
わ

れ
、
日
本
美
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

「
靉
光
記
念
北
広
島
町
児
童
生
徒
自

画
像
展
」
は
、
そ
の
靉
光
を
記
念
し
児

童
生
徒
の
芸
術
文
化
の
向
上
を
目
的
に

開
催
し
、今
年
で
第
５
回
を
数
え
ま
す
。

関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
着

実
に
そ
の
成
果
は
目
に
見
え
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
審
査
員
さ
ん
は
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
１
３
５
４

人
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
豊

平
南
小
学
校
５
年
生
新
井
広
将
さ
ん
が

靉
光
大
賞
に
輝
く
な
ど
、
50
名
の
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
が
入
賞
・
入
選
し
、
10

月
１
日
に
千
代
田
中
央
公
民
館
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

靉光大賞　

新井 広将さん（豊平南小５年）

北広島町長賞　

友永 大晴さん（川迫小４年）

北広島町教育長賞　

藤井 唯さん（新庄小６年）

審査員特別賞　

片山 夢美さん（豊平西小２年）

靉
光
大
賞
に
新に

い井 

広こ

う

す

け将
さ
ん

第
５
回
靉
光
記
念
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展
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■
審
査
員
講
評

　

似
て
る
似
て
な
い
は
問
題
に
し
な
い

で
思
い
っ
き
り
画
面
に
表
現
す
る
！

近
藤
た
い
わ（
日
本
美
術
家
連
盟
会
員
）

　

靉
光
自
画
像
展
も
今
年
で
５
年
を
迎

え
ま
し
た
。
当
局
の
熱
心
な
取
り
組
み

で
、
年
々
応
募
者
も
増
え
、
作
品
も
個

性
的
な
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
私
達
も
、
審
査
に
あ
た
っ
て
非
常

に
大
き
な
期
待
が
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
入
賞
作
品
も
、児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
内
面
か
ら
ほ
と
ば

し
り
出
る
も
の
を
迷
わ
ず
画
面
い
っ
ぱ

い
に
描
き
上
げ
た
作
品
を
選
び
ま
し

た
。
実
に
す
ば
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

　

た
だ
、
毎
年
申
し
上
げ
る
こ
と
で
す

が
、
学
校
の
友
達
同
士
の
表
現
パ
タ
ー

ン
が
非
常
に
似
通
っ
た
も
の
に
な
る
こ

と
や
、
上
級
生
に
な
る
に
従
い
漫
画
・

イ
ラ
ス
ト
の
技
法
が
目
立
つ
作
品
が
増

え
て
く
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
う
作
品
は
、
一
見
と
て
も
上
手
に
見

え
る
の
で
す
が
、
自
画
像
で
あ
り
な
が

ら
、
形
が
似
て
い
る
だ
け
で
、
生
き
て

い
る
自
分
と
い
う
生
命
感
が
感
じ
ら
れ

な
い
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
作
品
の
子
ど
も
ら
し
さ

は
、誰
の
真
似
で
も
な
い
自
分
自
身
を
、

似
て
い
る
似
て
い
な
い
は
問
題
に
し
な

い
で
、
思
い
っ
き
り
画
面
に
ぶ
っ
つ
け

て
表
現
す
る
こ
と
で
す
。
来
年
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

優
　
秀

　
賞

大
久
保　

柚

（
八
重
小
１
年
）

中
村　

真
碧

（
壬
生
小
２
年
）

佐
々
木　

友
紀

（
豊
平
南
小
３
年
）

石
川　

花
実

（
大
朝
小
４
年
）

塚
本　

海

（
八
重
小
５
年
）

藤
本　

諒
平

（
美
和
小
６
年
）

今
村　

夏
菜

（
芸
北
中
２
年
）

上
田　

航

（
千
代
田
中
２
年
）

八
幡　

華
奈
江

（
千
代
田
高
１
年
）

佳
　
作

片
岡　

瞳
月

（
壬
生
小
１
年
）

川
内　

曜
子

（
豊
平
東
小
１
年
）

佐
伯　

宏
倫

（
新
庄
小
２
年
）

吉
川　

凛
花

（
壬
生
小
２
年
）

保
田　

真
成

（
豊
平
南
小
３
年
）

河
野　

小
雪

（
八
幡
小
３
年
）

竹
田　

愛
唯

（
大
朝
小
４
年
）

藤
井　

さ
く
ら

（
川
迫
小
４
年
）

河
野　

小
夏

（
八
幡
小
５
年
）

丸
川　

茜

（
八
重
小
５
年
）

田
中　

健
人

（
新
庄
小
６
年
）

福
田　

悠
作

（
八
重
小
６
年
）

竹
盛　

直
樹

（
千
代
田
中
１
年
）

伊
藤　

光
咲

（
千
代
田
中
２
年
）

入
澤　

遼
太

（
豊
平
中
３
年
）

柳
原　

哲
也

（
千
代
田
高
１
年
）

岡
本　

大
樹

（
千
代
田
高
２
年
）

子
ど
も
た
ち
の
作
品

が
会
場
で
皆
さ
ま
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
会
場
へ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

入
　
選

山
脇　

平

（
八
幡
小
１
年
）

増
本　

和
鳳

（
川
迫
小
１
年
）

上
前　

明
里

（
美
和
小
１
年
）

福
田　

有
優

（
八
重
小
２
年
）

河
野　

彩
葉

（
壬
生
小
２
年
）

山
本　

敬
太

（
八
重
小
２
年
）

久
藤　

真
奈

（
豊
平
南
小
３
年
）

神
川　

誉
将

（
豊
平
南
小
３
年
）

兼
綱　

陽
里

（
豊
平
南
小
４
年
）

小
椿　

芽
衣

（
大
朝
小
４
年
）

上
迫　

拓
弥

（
八
幡
小
４
年
）

東
條　

鉄
平

（
八
幡
小
５
年
）

今
田　

磨
己

（
大
朝
小
５
年
）

大
出　

竜
馬

（
雄
鹿
原
小
５
年
）

白
石　

愛
香

（
八
重
小
６
年
）

岡
崎　

麻
耶
子

（
八
重
小
６
年
）

若
狭　

裕
司

（
豊
平
西
小
６
年
）

三
浦　

絋
太

（
芸
北
中
１
年
）

亀
田　

雄
也

（
千
代
田
中
１
年
）

古
田　

陽
稀

（
芸
北
中
２
年
）

作品巡回展
　入賞・入選作品の町内巡回展示会を、次

の日程で開催しています。子どもたちの力

作をご鑑賞ください。

○千代田中央公民館

　10 月１日（土）～ 10 月 16 日（日）

     午前 9 時～午後 7 時　日曜日は午後 5 時まで

○芸北文化ホール

　10 月 19 日（水）～ 10 月 26 日（水）

　  午前 9 時～午後 5 時　

○豊平中央公民館

　10 月 29 日（土）～ 11 月６日（日）
　 午前 9 時～午後５時　

○北広島町図書館

　11 月 12 日（土）～ 11 月 20 日（日）

　 午前 9 時～午後６時　休館日 11 月 14 日（月）

　
問い合わせ
　千代田中央公民館
　０５０ - ５８１２ - ２２４９

A I - M I T S U   

（
敬
称
略
）
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見
渡
せ
ば
山
と
田
畑
ば
か
り
。
そ
ん
な
景

色
の
中
を
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
進
み
ま

す
。
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
子
ど
も
農
山

村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
過
去
最
多
の
小
学

校
10
校
か
ら
、
３
２
４
人
の
子
ど
も
た
ち
が

訪
れ
、
北
広
島
町
に
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ

う
な
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

子
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

子
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
次

よ
り
、
子
プ
ロ
と
略
す
）
は
、
農
山
村
で
の

体
験
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
く

ま
し
い
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。
親
元
を
離
れ
て
長
期
宿
泊
を
経
験

す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
農
作
業
や
北
広
島
の

雄
大
な
山
、
そ
の
山
か
ら
流
れ
る
清
流
で
の

体
験
活
動
、
そ
し
て
地
元
の
人
々
と
の
交
流

と
い
っ
た
「
ほ
ん
ま
の
体
験
」
を
通
じ
て
、

大
き
く
成
長
し
ま
す
。

北
広
島
町
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

　

都
市
部
と
の
交
流
の
拡
大
や
、
教
育
旅
行

の
誘
致
に
よ
り
受
入
側
の
収
入
・
意
欲
の
向

上
に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済
の
発
展
及
び
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
夏
期
実
績

　

広
島
市
や
坂
町
、
江
田
島
市
や
大
崎
上
島

町
、
尾
道
市
か
ら
10
の
小
学
校
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
広
島
市
の
広
瀬
小
の
よ
う
に
広
島

市
の
中
心
部
の
学
校
や
、
海
に
囲
ま
れ
た
島

の
学
校
な
ど
、
多
様
な
地
域
か
ら
受
け
入
れ

を
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
３
泊
４
日
の
日
程
で

芸
北
地
域
の
民
宿
に
泊
ま
り
、
北
広
島
の
自

然
の
中
で
過
ご
し
ま
す
。

ほ
ん
ま
の
体
験

　

北
広
島
町
で
体
験
で
き
る
も
の
。そ
れ
は
、

長
年
住
み
続
け
た
住
民
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
の
事
で
も
、
都
市
部
や
海
沿
い
の
街
か
ら

や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
初
め
て
経

験
す
る
事
ば
か
り
な
の
で
す
。

　

自
分
た
ち
で
獲
っ
た
魚
を
食
べ
る
た
め
、

自
分
の
手
で
内
臓
を
取
り
除
く
。
そ
の
魚
を

焼
く
た
め
に
自
分
た
ち
だ
け
で
火
を
起
こ

す
。
そ
う
や
っ
て
食
べ
た
魚
の
味
は
、
普
段

当
た
り
前
に
出
て
く
る
食
卓
の
魚
と
一
緒
で

し
ょ
う
か
。

　

宿
泊
す
る
民
宿
も
、
お
客
さ
ま
と
し
て
ば

か
り
接
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夕
食

は
、
民
宿
の
横
に
あ
る
畑
で
自
ら
収
穫
し
た

野
菜
を
、
民
宿
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
調
理

し
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
過
ご
し
た
民
宿
の
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
別
れ
る
最
後
の
日
に

は
、
泣
き
じ
ゃ
く
り
、
姿
が
見
え
な
く
な
る

ま
で
手
を
振
り
続
け
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

関
わ
る
人
す
べ
て
に
濃
厚
な
体
験
を
残
す
子

プ
ロ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。　

問
企
画
課
地
域
振
興
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

子ども農山村交流プロジェクト
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北
広
島
で
過
ご
す

４
日
間

 

子
プ
ロ
で
は
、
宿
泊
先
の

民
宿
や
地
域
住
民
、
北
広
島

町
の
自
然
を
愛
す
る
方
々
な

ど
、
多
く
の
人
の
協
力
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

子
プ
ロ
の
様
子
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。

　
魚
な
ん
て
食
べ
ら
れ
な
い
、
そ
う
言
っ
て

い
た
子
が
自
分
で
焼
い
た
ヤ
マ
メ
を
ぺ
ろ
り

と
た
い
ら
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
も
２

匹
も
。
は
じ
め
は
、
親
元
を
離
れ
て
不
安
な

顔
を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
数
々
の
体

験
を
経
て
、
た
く
ま
し
く
北
広
島
町
の
自
然

を
楽
し
み
尽
く
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
北
広

島
町
で
過
ご
す
４
日
間
。
た
っ
た
４
日
間
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
く
成
長
し
ま
す
。

北広島に到着して、４日間お世話になる

民宿の方と対面する子どもたち。

雲月山での山登り体験。途中でマムシに出

会ってびっくりした子もいました。

つかみ獲りしたヤマメを食べるため、

内臓を取り除いている。しかし、よう

やく魚の処理が終わっても、火がつか

ないと焼くことができない。どうやっ

たら炭に火がつくのか試行錯誤中。

民宿に帰り、畑仕事をする。

慣れない手つきがだんだん

と様になっていく。

自分たちの夕食は自分たちで作る。家でお

手伝いしているかがすぐわかってしまう。

お別れの会では、民宿のお父さん

お母さんとの別れが悲しくて泣い

てしまう子も。バスが見えなくな

るまでお互い手を振り続けます。

子ども農山村交流プロジェクト

子ども農山村交流プロジェクト
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10
年
後
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

…　

去
年
の
２
校
か
ら
10
校
と
受

入
校
が
増
え
ま
し
た
。

近
藤　

民
宿
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る

受
入
側
が
誠
心
誠
意
対
応
し
て
い
た
だ

い
た
結
果
だ
と
思
う
。
一
度
子
プ
ロ
を

経
験
し
た
学
校
の
先
生
が
、
赴
任
し
た

先
で
子
プ
ロ
の
事
を
言
っ
て
も
ら
い
、

新
た
に
参
加
し
た
学
校
も
あ
る
く
ら
い

受
入
側
に
と
っ
て
の
子
プ
ロ

　

子
プ
ロ
を
行
う
に
は
、
民
宿
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
方
々
の
協
力
が
不
可

欠
な
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け

入
れ
る
側
に
と
っ
て
の
子
プ
ロ
を
近
藤

会
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ば
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
北
広
島

に
訪
れ
、
定
住
す
る
人
が
増
え
、
少
し

で
も
地
元
が
賑
わ
え
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

…　

帰
る
と
き
に
別
れ
が
寂
し
く
て
泣

き
な
が
ら
帰
っ
て
行
く
子
も
い
ま
す
。

近
藤　

民
宿
の
方
の
尽
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん

と
し
て
扱
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
普
通
の

田
舎
生
活
を
ご
く
自
然
と
味
わ
え
る
よ

う
な
対
応
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
身
が
ま
え
ず
に
入
っ
て
い

け
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

僕
た
ち
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
子

プ
ロ
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
か
特
別
な
事

を
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
当
た
り
前
に
あ
る
山
や
川
、
畑

を
利
用
し
て
子
ど
も
を
迎
え
入
れ
て
い

る
。
で
も
、
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
。
な
の

で
よ
り
一
層
思
い
が
残
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

で
す
。

…　

地
元
に
と
っ
て
子
プ
ロ
を
行
う
こ

と
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

近
藤　

昔
ス
キ
ー
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、

芸
北
地
域
に
は
民
宿
が
１
２
０
軒
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
が
、
ス
キ
ー
客
の
減
少
と

と
も
に
減
っ
て
い
き
今
で
は
20
軒
ほ
ど

で
す
。
ス
キ
ー
に
代
わ
る
お
客
さ
ん
と

し
て
、
ま
た
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
以
外
の

集
客
と
し
て
子
プ
ロ
は
有
効
で
す
。
何

よ
り
、
受
け
入
れ
る
側
が
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
子
プ

ロ
に
参
加
し
た
子
ど
も
が
、
後
日
親
を

連
れ
て
ま
た
泊
ま
り
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
子
プ
ロ
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で
新

た
な
交
流
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
嬉
し

い
で
す
ね
。

　

農
家
民
宿
は
ま
だ
ま
だ
発
展
の
余
地

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
街
に
住
ん
で
い

て
週
末
に
農
業
を
体
験
し
た
い
と
い
う

人
は
多
く
い
ま
す
。
体
験
農
業
の
場
と

し
て
も
農
家
民
宿
は
有
望
で
す
。ま
た
、

民
宿
に
泊
ま
り
農
業
を
体
験
す
る
こ
と

で
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
な
が
れ

…　

今
後
に
つ
い
て

近
藤　

子
プ
ロ
を
始
め
て
４
年
に
な
り

ま
す
が
、
民
宿
を
廃
業
し
た
人
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
な
ら
楽
し
そ
う
だ
か
ら

も
う
一
回
や
っ
て
み
た
い
と
声
を
か
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
今
年
学
校
か
ら
の
申
込
み
は

10
校
以
上
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ち
ら

の
受
入
人
数
の
限
界
を
超
え
て
し
ま

い
、
何
校
か
断
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
は
も
っ
と
受
入
体
制
を
強

化
し
て
、
子
プ
ロ
を
推
進
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
度
や
っ
て
み
れ

ば
子
プ
ロ
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
、
受
け
入
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
11
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

大
人
に
な
っ
た
彼
・
彼
女
た
ち
が
、
北

広
島
で
の
体
験
を
覚
え
て
い
て
、
再
び

北
広
島
へ
や
っ
て
来
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
10
年
後
再
会
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

北広島町子ども農山村交流プロジェクト

協議会　近藤 紘史会長

子ども農山村交流プロジェクト
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期間
現行

平成 23 年４月～平成 23 年９月

新たな制度

平成 23 年 10 月～平成 24 年３月

法律 つなぎ法 特別措置法

支
給
月
額

０～３歳未満

（誕生日まで）

１３，０００円

１５，０００円

３歳 ～

小学校

修了前

第１子

第２子
１０, ０００円

第３子

以降※
１５，０００円

中学生（一律） １０，０００円

支給日

４・５月分 ６～９月分 10 ～１月分 ２・３月分

支給済み 支給済み
平成 24 年

２月 10 日予定

平成 24 年

６月 11 日予定

　

平
成
23
年
10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当

を
受
給
す
る
に
は
、
現
在
受
給
し
て
い

る
人
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
申
請
が
な
い
と
手
当
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
所
得
に
関
係

な
く
支
給
し
ま
す
。
く
わ
し
い
支
給
額

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

支
給
要
件
の
変
更
点

○
子
ど
も
に
対
す
る
国
内
居
住
要
件
を

設
け
ま
し
た
。（
留
学
中
の
場
合
を

除
く
）
▼
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
ま
す
。

○
父
母
が
離
婚
協
議
中
な
ど
で
別
居
し

て
い
る
場
合
、
子
ど
も
と
同
居
し

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

（
単
身
赴
任
の
場
合
を
除
く
）
▼
父

と
母
が
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
事
が
認
め
ら
れ
、
別
居
し
て
い
る

こ
と
が
住
民
基
本
台
帳
な
ど
で
確

認
で
き
る
場
合
、
子
ど
も
と
同
居
し

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

○
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子

ど
も
な
ど
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設

置
者
や
里
親
な
ど
に
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

○
未
成
年
後
見
人
や
父
母
の
指
定
す
る

者
（
父
母
が
国
外
に
居
住
す
る
場
合

に
限
る
。）
に
対
し
て
も
、
父
母
と

同
様
の
資
格
（
監
護
・
生
計
同
一
）

で
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

平
成
23
年
10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当

※
第
３
子
の
カ
ウ
ン
ト
は
、
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
の
中
で
数
え

ま
す
。

千代田運動公園・アザレアからのお知らせ

☆犬のしつけ教室開催☆
11 月６日（日）10 時～12 時（愛玩動物協会主催）

　　　　　無料　犬のしつけ・簡単なゲーム・飼養相談など

　　　　　申し込み先　０８２６‐７２‐８８２２

☆アザレア千代田 忘年会☆
３５００円・４５００円・５５００円コース（５名様より）

　　 本格的和食料理をお楽しみください。

お問い合わせ ０８２６‐７２‐７５００

広告
忘年会・新年会のお知らせです

ふぐ会席
（10 月下旬～２月下旬）

 5,500 円（税・サ・込）

従来の会席に加えて、ふぐ会席を始めました。

ふぐのおいしい季節にぜひ一度ご賞味ください。

みや島（会席料理・完全予約制）

お問い合わせ ０８２６‐７２‐３７８５　今田３６１４－１

広告

前菜 ５種盛
さし身 ふぐ刺（とらふぐ）
なべ物 ふぐちり
　　　（とらふぐ・一人鍋）

他６品
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大
朝
の
地
に

歓
声
が
響
く

【
町
民
大
運
動
会
】

　
10
月
２
日
（
日
）
、
大
朝
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
６
回
町

民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
綱
引
き
や
玉
入
れ
、リ
レ
ー

な
ど
の
競
技
を
４
地
域
対
抗
で

行
い
ま
し
た
。
競
技
に
は
幼
児

か
ら
60
歳
以
上
の
方
な
ど
幅
広

い
年
齢
層
が
参
加
し
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
大
朝
地
域
と
豊
平
地

域
が
大
会
初
の
同
点
１
位
で
、

続
い
て
３
位
千
代
田
地
域
、
４

位
芸
北
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

絶
好
の
運
動
会
日
和
の
も
と
、

会
場
か
ら
は
歓
声
が
大
き
く
響

い
て
い
ま
し
た
。

町民大運動会10.2 & 陸上記録会9.22 スポーツの秋！きたひろしまの秋！
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児
童
た
ち
が

記
録
を
競
う

【
陸
上
記
録
会
】

９
月
22
日
（
木
）
、
町
内
の
小

学
校
５
・
６
年
生
計
３
６
２
名

を
対
象
と
し
た
陸
上
記
録
会
が

千
代
田
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
「
挑
戦
！
　

競
う
！
　
つ
な
ぐ
！
」
を
テ
ー

マ
に
、「
50
メ
ー
ト
ル
走
」「
走

り
幅
跳
び
」「
ボ
ー
ル
投
げ
」「
４

×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
」

の
計
４
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
台
風
接
近
の
た
め
、
時
お

り
強
風
が
吹
く
悪
天
候
で
し
た

が
、
児
童
た
ち
は
全
力
疾
走
で

競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

町民大運動会10.2 & 陸上記録会9.22 スポーツの秋！きたひろしまの秋！
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８
月
29
日
（
月
）
千
代
田

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ク
ス
に
お
い
て
ひ
ろ
し
ま
夏
の

芸
術
祭
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

買
い
物
客
な
ど
、
流
れ
て
く

る
演
奏
に
足
を
止
め
た
人
々
、

約
３
０
０
人
。
会
場
を
満
員
に

し
た
聴
衆
は
、
広
島
交
響
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
金
管
五
重

奏
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
町
内
の
３
つ

の
学
校
の
吹
奏
楽
部
も
参
加

し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ひ
ろ
し
ま
夏
の
芸
術
祭
は
、

今
年
度
、
「
復
興
の
象
徴
ひ
ろ

し
ま
か
ら
被
災
地
に
元
気
を
届

け
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
、
会
場
で
は
義
援
金
を
募
り

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は

被
災
地
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

最
後
に
、
広
島
交
響
楽
団
が

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

を
演
奏
し
、
全
員
で
被
災
地
の

復
興
に
思
い
を
寄
せ
ま
し
た
。

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　


IP
１
８
５
１

写真上：壬生小学校金管バンド、写真右：広島新庄中学・高校吹奏楽部、
写真下：千代田中学校吹奏楽部

街角コンサート♪ひろしま夏の芸術祭夕暮れコンサート♪in広島新庄

広
島
交
響
楽
団
金
管
五
重
奏
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夕暮れコンサート♪in広島新庄

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会
出
場
！

　

第
52
回
広
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
広
島
新
庄
中
学
・
高
校
吹

奏
楽
部
は
金
賞
を
受
賞
し
、
創
部
以
来

初
め
て
中
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

中
国
大
会
は
、
全
国
３
０
０
０
校
の
参

加
校
が
あ
る
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
つ
な
が
る
大
会
で
、
中
国
５
県
の

各
県
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
学

校
が
出
場
し
ま
す
。広
島
新
庄
学
園
は
、

40
団
体
が
参
加
す
る
広
島
県
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
残
し
、
中
国
大
会
へ
の
参

加
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
広
島
市
文
化

交
流
会
館
で
あ
っ
た
中
国
大
会
で
は

日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
初
出

場
に
し
て
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

９
月
16
日
（
金
）
広
島
県
新

庄
学
園
体
育
館
で
広
島
新
庄
中

学
・
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
夕

暮
れ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
雨
の
た
め
、
野
外
か

ら
体
育
館
に
会
場
を
変
え
て
の

演
奏
で
し
た
が
、観
客
か
ら
は
、

迫
力
あ
る
演
奏
に
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん

～
元
気
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
～

　　

北
広
島
町
岩
戸
の
松
岡
千
惠
子
さ
ん
は

大
正
６
年
生
ま
れ
の
93
歳
で
す
。

　

健
康
の
秘
訣
は
？
と
の
問
い
に
真
っ
先

に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、「
１
日
２
回

自
分
の
気
持
ち
い
い
と
思
う
体
操
を
継
続

し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
20
年

ほ
ど
前
に
病
気
を
さ
れ
「
こ
の
ま
ま
寝
と
っ

た
ら
ダ
メ
に
な
る
！
」
と
思
い
、
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
病
気
を
き
っ

か
け
に
言
葉
が
う
ま
く
話
せ
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
お
話
し
好
き
の
千
惠
子
さ
ん
は

「
家
族
と
話
が
し
た
い
」
と
毎
日
お
経
の
練

習
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
数
年

前
に
歯
っ
ピ
ー
教
室
で
習
っ
た
口
の
体
操

を
続
け
て
い
た
り
、
新
聞
を
欠
か
さ
ず
読

ん
で
健
康
に
役
立
つ
情
報
を
見
落
と
さ
な

い
と
い
っ
た
健
康
意
識
の
高
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
お
嫁
さ
ん
と
仲

良
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
姿
が
微
笑
ま
し
く
、

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

（
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
取
材
班
）

　

糖
尿
病
は
一
言
で
い
う
と
、
血
液
の

中
に
含
ま
れ
る
糖
の
濃
度
が
高
い
状
態

が
長
く
続
く
病
気
で
す
。
国
民
病
と
言

わ
れ
、北
広
島
町
で
も
、
医
療
費
の
ト
ッ

プ
３
の
ひ
と
つ
で
す
。
糖
尿
病
に
罹
り

や
す
い
か
ど
う
か
、
左
の
表
で
糖
尿
病

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

糖
尿
病
の
予
防
に
は
、
食
べ
過
ぎ
、

飲
み
す
ぎ
、
偏
っ
た
食
事
な
ど
食
生
活

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。
次
に
、
運
動

を
習
慣
化
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
運

動
す
る
こ
と
に
よ
り
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
を
高
め
血
糖
値
を
下
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
糖
尿
病
の
予
防
に
は
、
体

重
の
管
理
も
大
切
で
す
。
肥
満
の
状
態

が
続
く
こ
と
で
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を

悪
く
し
、
糖
尿
病
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
適
正
体
重
を
知

り
、
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

糖尿病チェック　チェックが多いほど危険性大

太っている 野菜や海草類をあまり食べない

食べ過ぎている 朝食は食べない

お酒をたくさん飲む ドリンク剤をよく飲む

おやつを必ず食べる 運動不足である

脂っこいものが好き ゆっくり休めない

甘いものが好き ストレスがたまっている

夕食が遅く極端に多く食べる 40 歳以上である

食事時間が不規則 家族や親戚に糖尿病の人がいる

年齢の問題などもありますが、ほとんどが生活習慣の問題なのです。

適正体重の出し方

適正体重＝（身長m）2 ×22

例）身長170ｃｍ（1.7ｍ）の場合

1.7×1.7×22＝約63.6 kg

ま
め
マ
メ
健
康
応
援
団
紹
介
コ
ー
ナ
ー

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
や
団
体
を
紹
介
し
ま
す

　

芸
北
地
域
の
広
島
市
農
協
の
芸
北
支

店
・
美
和
店
・
芸
北
雄
鹿
原
店
・
芸
北

八
幡
店
は
、全
て
事
務
所
・
店
舗
内
（
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
除
く
）
を
禁
煙
に

し
て
い
ま
す
。

　

広
島
市
農
協
全
体
で
事
務
所
内
禁
煙

を
す
す
め
て
お
り
、
芸
北
地
域
で
も
禁

煙
に
し
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
を
し
て
い
る
事
業
所
や

団
体
を
募
集
中
で
す
。
登
録
さ
れ
た
施

設
は
、
「
健
康
お
う
え
ん
団
」
と
し
て
、

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

今月の月一ウォーキング

開催日　11 月 29 日（火）

時間　　午前 10 時～ 12 時

会場　　大朝Ｂ＆Ｇ海洋センター

月に１回でも歩かなきゃ損そん !!

お誘い合わせてお越しください！

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
で
す
！
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き
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ろ
し
ま



 IP ７４４７問 きたひろネットセンター

ＩＰ番号の電話帳更新の準備を始めます

　今回更新するにあたって平成 23 年 11 月１日時点での利用者情報に基づき、掲載希望確認作業

を行います。別途、通知書を送付しますので、確認をお願いします。

※きたひろネット加入後、まだ宅内工事が完了していない方はお早めに接続工事を依頼してくださ

い。

　11 月１日時点で未工事の場合電話帳に掲載されません。（現在掲載中であっても未工事の場合非

掲載となります）

※加入者名義の変更がある場合はお早めに手続きをしてください。

きたひろネット機器の故障は０５０－５８１２－７４４７にご連絡ください

きたひろネット番組審議会委員

会長 平田 俊春 再任 千代田地域づくり協議会会長

副会長 川内 信忠 再任 芸北地域協議会会長

委員 大下 俊幸 再任 大朝地域協議会会長

箕野 博司 再任 JA 広島北部千代田支店長

田中 民子 再任 北広島町商工会女性部長

勘坂 征和 新任 豊平地域自治振興会会長

梅田 友美 新任 北広島町 PTA 連合会母親代表

番組審議会の様子

　８月 31 日役場本庁で第５回きたひろネット

放送番組審議会を開催しました。番組審議会は

自主放送番組の適正化を図るため放送法に基づ

き設置し、年２回開催しています。

　この日は、委員７名の出席のもと半年間の放

送内容について審議や自主番組の充実にむけて

の意見が交わされました。

審議会での主な意見

○行政からのお知らせをきたひろネットで伝え

ることで行政区長文書を減らせないか

○番組内容について視聴者アンケートを実施し

てみては

○地元の行事などは取材依頼できるのか

○学校の放送部などが番組づくりを体験してみ

ては

　きたひろネットでは、番組審議会の意見を基

に自主番組や行政情報の内容充実に取り組んで

参ります。

第５回番組審議会を開催しました
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119 番通報５つのポイント

「火事です。」または「救急です。」と
はっきり言いましょう。

現場の住所は正しく、詳しく、目標
になる店や公共物の名前などを言
い、分かりやすく伝えましょう。

何が（だれが）どうしたかを分かり
やすく言いましょう。

「私の名前は○○です。電話番号は
△△です。」と、通報者は自分が誰で
あるか明らかにしましょう。

通報は自分の身の安全を確保して行
いましょう。

１．火災・救急の別

２．場所

３．火災・事故等の状況

４．通報者の氏名・連絡先

５．安全な場所で

秋の火災予防運動
11月９日（水）～11月15日（火）

　

日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
が
恋
し

く
な
る
季
節
。
寒
さ
の
到
来
は
、
同
時
に
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
悲
惨
な
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
全
国
統
一
防
火

標
語
「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
11
月
９
日
（
水
）
か
ら
11
月
15
日
（
火
）
の
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
火
災
か
ら
尊
い
命
、
大
切
な
財
産
を
守

る
た
め
、
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
私
た
ち
の
町
か
ら
火
災
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

な
い
住
宅
は
、
早
期
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
今
ま
で
に
１
１
９
番
通

報
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

普
段
、
私
は
慌
て
な
い
か
ら
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
目
の
前
で
火

災
や
事
故
が
起
き
た
り
、
家
族
が
病
気

や
怪
我
を
す
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、

正
確
な
通
報
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
自
分
の
身
に
降

り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

11月９日は119 番の日

ＩＰ電話では、１１９番通報ができません。

緊急時は以下の番号をダイヤルしてください。
IP電話緊急ダイヤル：０５０-５８１２-１１１９

１１９番通報ができます。

しかし、電波状況により他の消防本部につな

がることがあります。場所の聞き取り後、

管轄消防本部に転送されるので、電話を切

らずに係員の指示に従ってください。

IP 電話のみを利用する電話機

携帯電話機

Ｉ
Ｐ
電
話
と
携
帯
電
話
の

通
報
に
つ
い
て
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Fi
re

fig
hting spirits防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

IP050-5812-1119

11
月
９
日
「
１
１
９
番
の
日
」

１
１
９
番
通
報
は
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
！

正
確
な
通
報
が
、
迅
速
的
確
な
活
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。



長寿１００歳おめでとうございます

10 人の方へ祝状と記念品贈呈

　今年度、町内の 10 人の方に内閣総理大臣か

ら１００歳を祝す祝状と記念品及び町から敬老

金が贈られました。ご長寿まことにおめでとう

ございます。

今年度１００歳の方（敬称略）

児玉サガヨ（都志見）栗栖愛（阿坂）行田好美（有田）

和泉廣サカヨ（大塚）髙杉綾子（有田）山本はな（川

東）白砂金人（大朝）上慶シズコ（蔵迫）縄手チヨ

ミ（川東）清水照子（木次）

厳しい練習の成果を発揮

広島県消防ポンプ操法大会

　９月 10 日（土）に広島県消防学校グラウンド

で開催された平成 23 年度広島県消防ポンプ操法

大会に、北広島町消防団が出場しました。県内

15 市町の消防団により消防ポンプ車操法に関す

る技術を競いました。北広島町消防団は、惜しく

も入賞は逃したものの３月から取り組んできた訓

練の成果を十分に発揮することが出来ました。ま

た、関係者全員が結束して大会に臨んだことは、

消防団にとって大きな財産となりました。

見事な放水を見せる北広島町消防団竹下町長と記念撮影する高杉綾子さん

　

役
場
に
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
・
質
問
に

つ
い
て
回
答
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｑ
疑
問

　

北
広
島
町
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
知
り
た
い
。

Ａ
回
答

　

町
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
広
報
誌
に
付
属
し
て
い
る
お
知

ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
や
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト

の
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
広
島
町
観
光
協
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
北
広
島
町
観
光
情
報
サ
イ

ト　

ぐ
る
っ
と
、
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
に

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
予
定
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま

す
。
観
光
情
報
サ
イ
ト
に
は
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
予
定
・
詳
細
だ
け
で
は
な
く
、

行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
も
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
、
芸
北

民
俗
芸
能
保
存
伝
承
館
内
に
あ
る
北
広

島
町
観
光
協
会
や
役
場
企
画
課
カ
ウ
ン

タ
ー
・
各
支
所
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

北
広
島
町
観
光
情
報
サ
イ
ト

http://w
w

w.kitahiro.jp/

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

Q＆A

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
災
地
で
は
電
話
回
線
の
利
用
が
急
激

に
増
え
、
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
状
況

が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、N

T
T

が

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
提
供
を
開
始

し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
家
族
や
知
人

の
安
否
を
確
認
し
た
い
場
合
は
、
こ
の

ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
使
い
方
は
、
１
７
１
番
に
電
話
を
か

け
ま
す
。
音
声
案
内
が
再
生
さ
れ
る
の

で
、
案
内
に
従
い
電
話
機
を
操
作
し
ま

す
。
被
災
地
側
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
録
音

す
る
場
合
は
、
１
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、

次
の
音
声
案
内
が
再
生
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
に
従
い
自
分
の
電
話
番
号
を
ダ
イ

ヤ
ル
し
ま
す
。
再
生
さ
れ
る
音
声
案
内

に
従
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
録
音
し
て
く
だ

さ
い
。
逆
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
再
生
す

る
場
合
は
、
１
７
１
番
の
後
に
２
番
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
、
音
声
案
内
に
従
い
、
安

否
を
確
認
し
た
い
方
の
電
話
番
号
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
ま
す
。
再
生
さ
れ
る
音
声
案

内
に
従
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
災
害
時
の
混
乱
を
防
ぐ
た

め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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災
害
に
備
え
る



くらしの情報

　

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
合
せ
先
問

へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
IP

電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０ - 

５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
見

直
し
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新

な
ど
の
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
町
民
課
お
よ
び
各
支
所
自
治
振

興
課
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

23
年
10
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、芸
北
・

大
朝
・
豊
平
の
各
支
所
自
治
振
興
課
に

お
け
る
取
扱
い
を
終
了
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
11
月
１
日
か
ら
は
取
扱
い

窓
口
を
本
庁
町
民
課
と
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
課
住
民
係　


IP
１
８
５
４

■
児
童
医
療
費
助
成
制
度

　

小
学
６
年
生
ま
で
入
院
費
を
助
成
し

ま
す
。
小
学
生
で
入
院
す
る
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
１
年
生
か
ら
小
学
６
年
生

（
養
育
者
の
所
得
制
限
あ
り
）

窓
口
で
の
負
担
金　

１
医
療
機
関
で
の

負
担
は
１
日
５
０
０
円
で
１
ヶ
月
の
限

度
は
14
日
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
超
え

た
場
合
、負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
た

だ
し
、
室
料
差
額
、
食
事
代
等
は
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。）

申
請
に
必
要
な
も
の　

子
ど
も
の
名
前

が
記
載
さ
れ
た
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

（
そ
の
他
に
所
得
証
明
書
等
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

申
請
先
・
問
町
民
課
国
保
年
金
係

　

IP
１
８
５
４

■
追
加
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

北
広
島
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方
で
、
今
年
度
特
定
健
診
を
受
け
て

い
な
い
方
を
対
象
に
追
加
健
診
を
行
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
今
年
度
、
町
の
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
を
対
象
に

が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
け
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
12
日
（
月
）・
13
日
（
火
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
～
10
時
30
分

申
込
締
切　

12
月
２
日
（
金
）

検
診
項
目　

特
定
健
診
・
が
ん
検
診（
胃

が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
）

検
診
料
金　

個
人
負
担
金
が
必
要

会
場　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

○
特
定
健
診

40
歳
～
74
歳
の
北
広
島
町
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者

○
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
町
民
（
子
宮
が
ん
は
20

歳
以
上
）

　

く
わ
し
く
は
、
11
月
区
長
文
書
を
確

認
い
た
だ
く
か
、
保
健
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係

　


IP
１
８
５
３

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

北
広
島
町
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
期
間

内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
65
歳
以
上
（
昭
和
21
年
12
月
31
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
害
を
有
す
る
身
体
障
害

者
１
級
の
方

実
施
期
間
　
10
月
１
日
～
12
月
31
日

※
医
療
機
関
に
よ
り
開
始
時
期
が
異
な

り
ま
す
の
で
個
別
通
知
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

接
種
医
療
機
関
　
広
島
県
広
域
化
予
防

接
種
事
業
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関

自
己
負
担
金　

１
０
０
０
円

　

接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行

し
ま
す
。
役
場
保
健
課
又
は
各
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係

　


IP
１
８
５
３

■
心
の
健
康
相
談
会

　

憂
う
つ
な
気
分
が
続
い
て
い
る
、
わ

け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す

る
、
よ
く
眠
れ
な
い
な
ど
で
、
心
配
や

不
安
な
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
程

　

11
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

会
場　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
医
師

　

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院　

富
田
医
師

　

相
談
は
予
約
制
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
家
族
の
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

問
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

■
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
会

　

お
酒
の
飲
み
方
に
悩
ん
で
い
る
、
お

酒
を
飲
ま
な
い
と
な
か
な
か
寝
付
け
な

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問
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The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

期日（時間はいずれ

も午後２時～３時）
内容 担当者

11 月４日（金）

11 月 15 日（火）

リハビリテーション

と本人への関わり方

について

作業療法士

または

言語聴覚士

12 月２日（金）

12 月 20 日（火）
福祉制度について

支援コーディ

ネーター

○詳しい内容は、広島県高次脳機能センター

　０８２- ４２５- １４５５まで、お問い合せ

ください。

表１（セミナー期日・内容） ■
高
次
脳
機
能
障
害
家
族
セ
ミ
ナ
ー

　

広
島
県
高
次
脳
機
能
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
理
解
を
促
進

す
る
た
め
に
、
そ
の
ご
家
族
や
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

開
催
場
所

　

広
島
県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

（
東
広
島
市
西
条
町
田
口
２
９
５ - 

３
）

期
日
及
び
内
容

　

11
月
、
12
月
に
開
催
し
ま
す
。
く
わ

し
く
は
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
同
じ

内
容
で
２
回
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
福
祉
係　


IP
１
８
５
１

■
公
益
社
団
法
人
に
認
定

　

こ
れ
ま
で
「
社
団
法
人
」
と
し
て
活

動
し
て
い
た
北
広
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
広
島
県
公
益
認
定
等
審

議
会
の
厳
し
い
審
査
を
経
て
広
島
県
知

事
か
ら
「
公
益
社
団
法
人
」
と
し
て
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
23
年
４
月
１

日
広
島
法
務
局
に
「
公
益
社
団
法
人
北

広
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
新
た
に
登
記
し
、
「
公
益
社
団
法

人
」
と
し
て
の
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

て
約
半
年
経
過
し
て
い
ま
す
。今
後
「
公

益
社
団
法
人
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
厳
し
い
指
導
・
監
督

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
も
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
社
会
が
活
力
を
持
ち
続
け
る
た
め

に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
高
齢
者
が

元
気
で
社
会
的
に
活
躍
・
貢
献
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
り
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
と
福
祉
向
上
の
た
め
、
今
後
と
も

更
な
る
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　


IP
８
０
２
１

い
な
ど
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
程

　
11
月
24
日（
木
）
午
前
９
時
30
分
～

会
場　

豊
平
ふ
れ
あ
い
健
康
館

相
談
担
当
者　

中
田　

克
宣
（
広
島
断

酒
ふ
た
ば
会
会
長
）・
保
健
師

　

相
談
は
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。家
族
の
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係

　


IP
１
８
５
３

■
在
宅
緩
和
ケ
ア
講
演
会

　

が
ん
に
か
か
っ
た
方
や
そ
の
ご
家
族

が
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
安

心
し
て
療
養
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
広
く
在
宅

緩
和
ケ
ア
の
啓
発
を
図
る
た
め
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
～

会
場　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
（
安
芸

高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
６
１
）

講
師

　

野
の
花
診
療
所
院
長　

徳
永 

進

講
演
テ
ー
マ　

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
、
最
期
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と

問
広
島
県
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　


０
８
２
‐
２
５
２
‐
６
２
６
２

　

保
健
課
地
域
介
護
係

　


IP
１
８
５
３

■
中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
は
、
中
国
５
県
を
縦
断
す
る

法
律
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
相
談
会
は
、
司
法
書
士
や
弁
護
士
が

不
在
ま
た
は
少
な
い
地
域
を
対
象
に
、

住
民
が
抱
え
て
い
る
法
律
上
の
問
題
に

関
わ
る
相
談
を
受
け
付
け
る
も
の
で

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
悩
ん

で
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。　

日
時

　

11
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

北
広
島
町
役
場
（
本
庁
）

相
談
内
容

　

▼
相
続
、
遺
言
、
遺
産
分
割
▼
成
年

後
見
▼
夫
婦
、
親
子
関
係
▼
近
隣
関
係

▼
悪
徳
商
法
被
害
▼
交
通
事
故
▼
不
動

産
の
登
記
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等

の
借
金
の
お
悩
み
▼
そ
の
他
、
司
法
書

士
が
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法

律
問
題
全
般

相
談
形
態　

司
法
書
士
に
よ
る
面
談
相

談
（
な
お
、
相
談
会
実
施
当
日
は
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
相
談
も
行

い
ま
す
。
相
談
電
話
番
号
０
１
２
０
‐

７
１
７
‐
６
６
６
）

相
談
料　

無
料

予
約　

不
要

問
人
権
セ
ン
タ
ー　


IP
５
０
２
０
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企　　業　　名 募 集 職 種

● 正社員の募集

( 医）明和会 介護支援専門員、介護職

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）・看護助手

（医）明和会 看護師（正・准）

（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

北広島町豊平病院 薬剤師

丸二株式会社 製造

（株）ワールドインテック 製造工

（株）大上自動車工業千代田工場 電装工・塗装工

（有）カーステーション織田 自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 修理・電気工事

（有）千代田電機サービスセンター 電気工事

焼肉 河九 調理

広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ

石橋飲料（株）（田原温泉） ホール・客室・厨房

今井運送（株） 大型ウイング運転手（10 ～ 15 ｔ）

カトウ家具工芸（有） 家具製造業

徳山産業（株） 一般事務

● パートの募集

立川医院 看護師

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 介護職

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職、調理

デイサービスセンター やすらぎ 介護職

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー

広島イーグル（株） 管理購買・設備管理・プレス工・検査 

（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員

（有）千代田ハーネス ハーネス組立・検査

（株）カセイ 製造・検査

徳山産業（株） 製品検査

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ・フロント・ホール・厨房

（株）タカキベーカリー 千代田工場 生産・清掃・守衛

（株）クリエイト 軽作業

エコートレーディング（株） 広島支店 卸売業

西川物産（株）千代田工場 内職、製造業

（株）ヒューマンアイズ広島営業所 製造

三島食品（株） 北広島農園事業部 赤しそ栽培、加工、選別

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）

ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員（夜間）

ガスト広島 千代田店 飲食業

八剣伝 千代田店 飲食業

広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客

（株）フレスタサンクス店 レジ

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   Web サイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求
10 月 11 日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集

（有）新見仕出し店 調理補助・販売

（株）マツヤ専門調理センター 調理補助

益水興産（有） 給食補助

（株）広鉄双葉サービス 調理補助及び洗浄

グリーンホスピタリティーフードマネージメント 調理補助

（株）A コープ中国 A コープちよだ店 レジ

（有）かわすみ レジ・陳列

（株）タック 交通誘導警備員

ヤマト運輸（株） 広島千代田センター パートドライバー

（株）ひろし本店 食堂清掃業務

豊平建設（株） 農業（農作業補助）

（株）大田鋳造所 千代田事業所 事務職

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

■広島県最低賃金が変わりました

　広島県の最低賃金が平成 23 年 10 月１日から

時間額７１０円となりました。

　広島県最低賃金は、県内の事業場で働くすべて

の労働者に適用されます。

　年齢・性別・雇用形態（常用・臨時・パート・

アルバイトなど）、支払形態（月給・日給・時給など）

の別を問いません。

　また、特定の産業で働く労働者については、広

島県最低賃金よりも金額の高い産業別最低賃金が

適用される場合があります。

　最低賃金について不明な点は、広島労働局労働

基準部賃金室または最寄りの労働基準監督署にお

気軽にお尋ねください。

　問広島労働局労働基準部賃金室

　０８２‐２２１‐９２４４

■東日本大震災義援金

　これまで役場・社協・各支所でお受けした東日

本大震災義援金の額は次のとおりです。

１１９０万６５１１円（平成 23 年９月５日現在）

　町民の皆様のご厚志に感謝いたします。

　なお、引き続き北広島町社会福祉協議会で義援

金の受付を行っていますのでご協力をお願いしま

す。

問福祉課福祉係　 IP １８５１
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◎困ったときは、消費生活相談室へ ! !
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０５０ - ５８１２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

原発事故の影響で～

で始まるもうけ話に注意！

」

>>> Population 人口と世帯

>>> \\\ 納期限

>>> Human rights 人権標語

同じだよ

わたしとあなたの

命の重さ

相談

　自宅に訪問してきた業者から、「投資に興味は

ないか。原発事故で電力が不足し、今後は火力

発電が中心になる。そうなるとCO2（二酸化炭素）

が増えるので、排出権取引が増え価格が伸びてく

る」とCO2排出権取引に関するもうけ話の勧誘を

受けた。投資に興味はなく、仕組みもよくわから

なかったが、環境への手助けになるかもしれない

と思い、１８０万円を支払った。しかし、後日「価

値が半減したので追加金が１８０万円必要だ」と

言われ動揺した。また、連絡もなく勝手に取引を

始めていたことも疑問である。半分でも返金して

ほしい。

（国民生活センターWebサイトより）

アドバイス

　排出権取引とは、地球温暖化の原因とされてい

る温室効果ガス（大部分はCO2）の排出量を削減

するための制度です。CO2排出権取引やそれに関

わる複雑な取引は、制度への理解が不十分な一般

の消費者とってハイリスクであり、安易に関わる

べきではありません。良い面ばかりを強調する業

者の営業トークに惑わされず、必要ないものは必

要ないときっぱり断りましょう。

　もし、すでに契約して後悔している場合は、は

やめに消費生活相談室へご相談ください。
心の相談窓口

　長引く不眠は、ひょっとして「うつ病

などの病気」が原因かもしれません。２

週間以上不眠が続くようなら、ぜひご相

談ください。

　問保健課健康増進係

　０５０-５８１２-１８５３

［９月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,176 人 （△ 7）

    転　入 54 人

    転　出 57 人

　 出　生 11 人

　 死　亡 15 人

    世帯数 8,323 世帯 （△ 7）

10 月 31 日（月）

●町県民税［３期］

●国民健康保険税［４期］

●後期高齢者医療保険料［４期 ]

11 月 30 日（水）

●固定資産税 [ ４期 ]

●国民健康保険税 [ ５期 ]

●後期高齢者医療保険料 [ ５期 ]
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秋空に舞う紅の彩り、
マユミ

高原からの花便り　№81

　

晴
の
日
は
澄
み
渡
り
、
雨
の
日
は
寒
を
呼
ん

で
、
八
幡
高
原
の
秋
は
深
ま
っ
て
行
き
ま
す
。

山
の
木
々
は
く
す
ん
だ
緑
か
ら
赤
や
黄
へ
と
、

こ
の
年
最
後
の
輝
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

マ
ユ
ミ
は
林
縁
な
ど
明
る
い
場
所
に
生
育
す

る
落
葉
樹
で
す
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
分
布

し
、
大
き
い
も
の
は
10
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
そ

う
で
す
が
、
八
幡
高
原
で
は
大
き
い
も
の
で
も

せ
い
ぜ
い
４
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
で
す
。
草
刈
り

の
さ
れ
な
く
な
っ
た
牧
場
跡
地
で
は
、
点
々
と

見
ら
れ
ま
す
。

　

マ
ユ
ミ
は
「
檀
」
と
も
「
真
弓
」
と
も
書
き

ま
す
。
材
が
堅
く
、
か
つ
し
な
る
の
で
、
弓
の

材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
た
め
、
植
物
の
名
前
も

真
弓
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
日
で
は
、

弓
道
に
使
わ
れ
る
弓
に
は
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

な
ど
の
新
素
材
が
登
場
し
た
た
め
、
名
前
だ
け

が
残
り
ま
し
が
、
材
が
緻
密
な
の
で
こ
け
し
な

ど
の
木
工
用
に
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

マ
ユ
ミ
の
花
は
小
さ
く
て
目
立
ち
ま
せ
ん

が
、
４
枚
の
花
弁
を
持
ち
、
か
わ
い
い
形
を
し

て
い
ま
す
。
花
に
は
４
個
の
雄
し
べ
を
も
つ
こ

と
、
花か

ば

ん盤
と
呼
ば
れ
る
部
位
が
発
達
す
る
こ
と

な
ど
は
、同
じ
仲
間
の
コ
マ
ユ
ミ
と
同
じ
で
す
。

葉
に
は
細
か
い
鋸き

ょ

し歯
が
あ
っ
て
対
生
し
、
５
か

ら
10
セ
ン
チ
で
、
新
芽
は
食
用
に
な
り
ま
す
。

秋
に
紅
葉
し
ま
す
が
、
そ
の
鮮
や
か
さ
で
は
、

「
錦に

し
き
ぎ木

」
の
別
名
を
持
つ
コ
マ
ユ
ミ
に
一
歩
譲

る
よ
う
で
す
。
一
方
、
実
の
美
し
さ
で
は
マ
ユ

ミ
に
似
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

八
幡
高
原
の
木
々
が
紅
葉
す
る
こ
ろ
、
マ
ユ

ミ
の
実
は
色
づ
き
、
割
れ
た
果か

ひ皮
か
ら
橙
赤
色

の
種
が
出
て
き
ま
す
。
果
皮
の
少
し
控
え
め
な

紅
色
は
、
鮮
や
か
な
秋
の
彩
り
の
中
、
季
節
は

ず
れ
の
花
が
咲
い
た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
初

雪
が
早
い
年
な
ど
は
、
雪
が
そ
の
彩
り
を
引
き

立
て
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
、
マ
ユ
ミ
は
毎
年
た

く
さ
ん
の
果
実
を
付
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年
の
実
り
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
、
会

話
を
す
る
の
も
ま
た
、
こ
の
季
節
の
楽
し
み
で

す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


